
社
会
情
勢
と
と
も
に
変
貌ぼ

う

す
る
大
衆
・
労
働
運
動
等
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１ 

大
衆
運
動
等

一　
反
戦
運
動
を
軸
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
昭
和

三
〇
年
代
、
四
〇
年
代
の
大
衆
運
動

　

戦
後
で
大
規
模
な
大
衆
運
動
と
し
て
は
、「
六
〇

年
安
保
闘
争
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
昭
和

三
四
年
三
月
、
日
米
安
保
条
約
の
改
定
交
渉
が
本
格

化
す
る
中
で
、
日
本
社
会
党
、
日
本
労
働
組
合
総
評

議
会
（
以
下
「
総
評
」
と
い
う
。）
等
に
よ
り
「
安
保

　

四
〇
年
に
入
り
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
本
格
化
す
る

と
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
が
高
揚
し
ま
し
た
。
四
一

年
一
〇
月
二
一
日
に
は
、
総
評
に
よ
り
「
ベ
ト
ナ
ム

反
戦
統
一
ス
ト
」
が
行
わ
れ
、
以
降
、
毎
年
一
〇
月

二
一
日
に
は
、「
国
際
反
戦
デ
ー
闘
争
」
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
安
保
条
約
の
期
限
が
切
れ
る
四
五
年
（
同
年
六

月
に
自
動
継
続
と
な
り
ま
し
た
。）
に
向
け
て
は
、

条
約
を
再
改
定
す
る
か
又
は
自
動
継
続
す
る
か
が
問

題
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
め
ぐ
り
、「
七
〇
年

安
保
闘
争
」
が
四
二
年
後
半
以
降
四
五
年
ま
で
に
わ

た
っ
て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

二　
取
組
み
課
題
及
び
主
体
が
多
様
化
し
た
五
〇
年

代
、
六
〇
年
代
の
大
衆
運
動

　

昭
和
五
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、
全
国
各
地
で
原

子
力
発
電
所
が
次
々
と
建
設
さ
れ
、
運
転
を
開
始
し

た
の
に
合
わ
せ
て
、
反
原
発
運
動
が
活
発
化
し
ま
し

た
。

　

具
体
的
に
は
、
原
子
力
発
電
所
の
建
設
に
伴
う
公

開
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
対
す
る
反
対
闘
争
、
核
燃
料
の
輸

送
に
対
す
る
反
対
闘
争
等
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、「
ソ
連
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
」

「国会構内乱入事件」（昭和34年11月27日、東京）（読売）

条
約
改
定
阻
止

国
民
会
議
」
が

結
成
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
始

ま
っ
た
も
の
で

す
。「
六
〇
年

安
保
闘
争
」
で

は
、
三
四
年

四
月
以
降
三
五

年
一
〇
月
ま

で
、
多
く
の
全

国
統
一
行
動
が

行
わ
れ
ま
し
た

（
新
安
保
条
約

は
、
三
五
年
六

月
二
三
日
に
発

効
し
ま
し
た
）。



米国等によるイラクに対する武力行使に反対するデモ（共同）
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（
六
一
年
四
月
）の
発
生
を
契
機
に
原
発
施
設
の
立
地

道
県
以
外
の
地
域
に
お
い
て
も
反
原
発
市
民
グ
ル
ー

プ
が
数
多
く
結
成
さ
れ
る
な
ど
、反
原
発
運
動
は
、従

来
の
農
民
、
漁
民
や
労
働
組
合
を
中
心
と
し
た
地
域

的
な
も
の
か
ら
、
主
婦
等
を
含
む
幅
広
い
層
の
人
々

が
参
加
し
た
全
国
的
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
の
過
程
で
は
、
高
さ
三
〇
メ
ー

ト
ル
の
送
電
鉄
塔
に
登
り
原
発
施
設
へ
の
送
電
を
妨

害
す
る
な
ど
、各
種
の
違
法
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
五
八
年
の
「
ロ
ッ
キ
ー
ド
裁
判
」
の

判
決
を
め
ぐ
る
「
徹
底
糾
明
」
及
び
「
反
金
権
、
政

治
倫
理
確
立
」
を
求
め
る
集
会
、
デ
モ
や
六
二
年
の

売
上
税
法
案
に
対
す
る
反

対
集
会
、
デ
モ
等
の
政
治

課
題
を
と
ら
え
た
大
衆
行

動
が
活
発
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。

三　
反
基
地
、
反
戦
運
動

を
軸
に
盛
り
上
が
り
を

み
せ
た
平
成
以
降
の
大

衆
運
動

　

平
成
の
大
規
模
な
大
衆

運
動
と
し
て
は
、
沖
縄
の

反
基
地
運
動
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
同

運
動
で

は
、
平
成

七
年
九
月
に
沖
縄
県
内
で
発
生
し
た

「
米
兵
に
よ
る
女
児
暴
行
事
件
」、
駐

留
軍
用
地
特
別
措
置
法
案
審
議
や
普

天
間
基
地
代
替
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
等

を
め
ぐ
り
、
約
五
万
八
、
〇
〇
〇
人

が
参
加
し
た
集
会
（
七
年
一
〇
月
）

が
沖
縄
県
内
で
開
催
さ
れ
た
の
を
始

め
、
こ
れ
に
連
帯
す
る
集
会
、
デ
モ

等
が
全
国
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
沖
縄
米
軍
基
地
の
整
理
・
縮

小
の
一
環
と
し
て
、
米
海
兵
隊
が
実

施
し
て
い
た
「
県
道
一
〇
四
号
線
越
え
実
弾
砲
撃
演

習
」
の
本
土
移
転
に
反
対
す
る
集
会
、
デ
モ
等
が
全

国
で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
反
基
地
運
動
が
全
国
規
模

で
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
反
戦
運
動
で
は
、
湾
岸
戦
争
（
三
年

一
月
）
や
「
米
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
」

に
伴
う
米
英
軍
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
軍
事

行
動
（
一
三
年
一
〇
月
）、
米
国
等
に
よ
る
イ
ラ
ク

に
対
す
る
武
力
行
使
（
一
五
年
三
月
）
及
び
自
衛
隊

の
イ
ラ
ク
派
遣
（
一
五
年
一
二
月
）、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
関
連
法
案
（
一
一
年
五
月
成
立
）
や
有
事
関
連
三

「米兵による女児暴行事件」に抗議する沖縄県民総決起集会
（平成７年10月21日、沖縄）（共同）



WTO閣僚会合に反対するデモ隊によって破壊された喫茶店　　
（平成11年11月30日、米国）（PANA）　　　
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法
案
（
一
五
年
六
月
成
立
）
の
国
会
審
議
を
め
ぐ
り
、

活
発
な
取
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
近
の
取
組
み
で
は
、
党
派
や
従
来
の
主
義
主

張
等
の
枠
を
超
え
た
集
会
、
デ
モ
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
運
動
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
が
特
徴
と
し
て
み
ら

れ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
米
国
等
に
よ
る
イ
ラ
ク
に
対

す
る
武
力
行
使
前
後
に
東
京
都
内
で
行
わ
れ
た
市
民

団
体
主
催
の
集
会
、
デ
モ
で
は
、
国
際
的
な
反
戦
運

動
と
の
相
乗
効
果
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
新
聞
広

告
等
を
利
用
し
た
呼
び
掛
け
が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
労
組
、
宗
教
団
体
等
の
多
様
な
勢
力
に
加

え
、
一
般
市
民
が
多
数
参
加
し
、
盛
り
上
が
り
を
み

せ
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
モ
の
途
中
や
米
国
大
使
館
へ

の
抗
議
行
動
の
際
に
規
制
に
当
た
っ
て
い
た
警
察
官

に
暴
行
を
加
え
た
者
が
、
公
務
執
行
妨
害
罪
で
逮
捕

さ
れ
る
な
ど
の
事
案
が
続
発
し
ま
し
た
。

四　
新
た
な
動
き
が
み
ら
れ
る
最
近
の
大
衆
運
動
等

　

近
年
、
国
際
的
な
高
度
情
報
化
の
進
展
と
価
値
観

の
多
様
化
を
背
景
に
、
国
際
会
議
の
開
催
等
の
機
会

を
と
ら
え
て
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
訴
え
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
呼
び
掛
け
に
よ

り
、
数
万
人
に
も
及
ぶ
抗
議
行
動
が
行
わ
れ
、
そ
の

中
で
一
部
の
過
激
な
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
暴
動
が
発
生

す
る
と
い
う
事
案
が
、平
成
一
一
年
一
一
月
の
米
国
・

シ
ア
ト
ル
で
の
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
第
三
回

閣
僚
会
合
以
降
欧
米
各
国
で
続
発
し
て
い
ま
す
が
、

最
近
で
は
、
こ
れ
ら
海
外
で
発
祥
し
た
団
体
の
関
連

組
織
が
国
内
で
も
結
成
さ
れ
、
こ
れ
ら
組
織
の
呼
び

掛
け
に
よ
り
海
外
の
運
動
に
連
動
し
た
デ
モ
等
が
取

り
組
ま
れ
る
な
ど
、
運
動
基
盤
の
広
が
り
が
み
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ
が
日
本
国
内
で

抗
議
行
動
や
違
法
行
為
を
行
う
な
ど
の
動
向
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
過
激
な
動
物
権
利
運
動
を
展
開
し

て
い
る
海
外
の
組
織
が
、
英
国
を
中
心
に
日
本
企
業

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
嫌
が
ら
せ
や
威
迫
行
為
等
の

過
激
な
抗
議
行
動
に
取
り
組
み
、
一
三
年
七
月
に
は

国
内
の
動
物
実
験
施
設
へ
の
侵
入
及
び
窃
盗
事
件
を

引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
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２ 
労
働
運
動

一　
戦
後
か
ら
高
度
成
長
時
代
に
か
け
、
活
発
に
取

り
組
ま
れ
た
労
働
運
動

　

昭
和
二
〇
年
代
前
半
の
労
働
運
動
は
、
経
済
情
勢

等
が
混
乱
す
る
中
、
全
日
本
産
業
別
労
働
組
合
会
議

（
産
別
会
議
）の
主
導
で
展
開
さ
れ
、二
二
年
に
は「
二・
一

ゼ
ネ
ス
ト
」
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
高
揚
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
う
し
た
方
針
に
反
発
し
て
二
五
年
七

月
に
発
足
し
た
総
評
は
、
三
一
年
に
官
民
労
組
が
一

体
と
な
っ
た
「
春
闘
」
を
開
始
し
、
そ
の
後
も
高
度

経
済
成
長
を
背
景
に
統
一
闘
争
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

三
五
年
一
月
に
は
、
総
評
等
が
、
折
か
ら
の
石
炭

産
業
斜
陽
化
の
波
を
受
け
て
発
生
し
た
三
井
鉱
山
株

式
会
社
三
池
鉱
業
所
の
企
業
合
理
化
に
基
づ
く
同
炭

鉱
労
組
員
の
指
名
解
雇
に
端
を
発
し
た
「
三
井
三
池

争
議
」
で
、
ス
ト
ラ
イ
キ
等
の
闘
争
に
取
り
組
み
、

そ
の
過
程
で
集
団
乱
闘
事
件
等
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

四
九
年
春
闘
で
は
、
総
評
の
中
心
勢
力
で
あ
り
、

国
労
、
動
労
等
で
組
織
す
る
「
公
共
企
業
体
等
労
働

組
合
協
議
会
」
の
違
法
ス
ト
を
軸
と
し
て
、
官
公
労

を
中
心
に
「
賃
金
の
大
幅
引
上
げ
」、「
ス
ト
権
奪
還
・

処
分
阻
止
・
撤
回
」、「
イ
ン
フ
レ
阻
止
・
年
金
・
教

育
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
的
諸
課
題
」
等
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
波
状
的
な
闘
争
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
そ

の
過
程
で
は
、
日
教
組
委
員
長
（
当
時
）
を
始
め
起

訴
さ
れ
た
四
人
全
員
の
有
罪
が
確
定
し
た
「
日
教
組

四
・
一
一
地
方
公
務
員
法
違
反
事
件
」（
四
九
年
四

月
）
の
よ
う
な
官
公
労
働
者
の
違
法
ス
ト
や
、
労
働

組
合
の
組
織
対
立
を
め
ぐ
る
労
働
事
件
が
多
発
し
ま

し
た
。

　

五
〇
年
以
降
は
、
低
経
済
成
長
時
代
と
い
っ
た
状

況
の
下
、
現
実
路
線
を
模
索
し
た
労
働
戦
線
再
編
の

う
ね
り
の
中
、
労
働
争
議
や
こ
れ
に
伴
う
不
法
事
案

は
減
少
し
ま
し
た
。

二　
労
働
団
体
の
存
在
の
模
索

　

昭
和
六
二
年
四
月
の
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
伴
い

国
鉄
内
労
組
が
大
き
く
再
編
さ
れ
た
ほ
か
、
平
成
元

年
一
一
月
に
は
総
評
が
解
散
し
て
、
日
本
労
働
組
合

総
連
合
会
（
以
下
、「
連
合
」
と
い
う
。）
が
発

足
し
ま
し
た
。
他
方
、
同
年
、
総
評
等
の
動
き

を
批
判
し
て
全
国
労
働
組
合
総
連
合
（
以
下
、

「
全
労
連
」
と
い
う
。）
や
全
国
労
働
組
合
連
絡

協
議
会
（
以
下
、「
全
労
協
」
と
い
う
。）
が
発

足
し
ま
し
た
。

　

連
合
、
全
労
連
及
び
全
労
協
は
、
発
足
後
い

ず
れ
も
、組
織
拡
大
を
最
優
先
課
題
と
し
て
、「
組

織
拡
大
強
化
計
画
」
等
の
各
種
方
策
を
講
じ
ま

し
た
が
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
以
降
の
経
済
の
悪

化
に
よ
る
賃
上
げ
抑
制
や
企
業
リ
ス
ト
ラ
に
よ

る
雇
用
情
勢
の
悪
化
と
い
っ
た
状
況
を
背
景
に

思
う
よ
う
に
は
成
果
は
上
が
ら
ず
、
逆
に
組
織

の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
各
労
組
は
、
い
ず
れ
も
組
織
拡

大
を
最
重
点
と
し
な
が
ら
、
雇
用
、
年
金
、
消

費
税
等
社
会
的
反
響
の
大
き
な
闘
争
課
題
に
つ

い
て
、
集
会
、
デ
モ
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

三池炭鉱のホッパー（貯炭槽）広場での10万人集会（昭和35年、福岡）（読売）


